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特
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概
要

  

決
算
特
別
委
員
会
（
質
疑
の
抜
粋
）

　
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
度
三
原
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
他
20
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
の
本
市
の
経
済
は
、
景
気
観
測
調
査
に
よ
る
と
、
総
じ
て
回
復
基
調
で
は

あ
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
先
行
き
が
見
込
め

な
い
状
況
に
あ
る
中
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
土
地
価
格
の
下
落
等
に
よ
っ
て
、
財
源

が
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
に
加
え
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
交
付

事
業（
消
費
税・地
方
消
費
税

の
引
上
げ
に
伴
う
も
の
）に

つ
い
て

問
交
付
対
象
者
で
あ
る
住

民
税
非
課
税
者
に
対
す
る
交

付
率
が
46
％
だ
っ
た
理
由
と

今
後
の
方
針
は
。

答
交
付
対
象
者
が
限
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
商
品
券

を
購
入
す
る
際
に
ま
と
ま
っ

た
現
金
が
必
要
に
な
る
な
ど

の
声
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

交
付
率
の
低
迷
に
つ
な
が
っ

た
一
因
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
支

援
策
と
し
て
予
定
し
て
い
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
交

付
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
た

制
度
設
計
を
し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
事
業
に
つ
い
て

問
今
後
、
予
定
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
へ
の
運
用
は
。

答
保
険
医
療
機
関
等
を
受

診
す
る
際
の
被
保
険
者
の
資

格
確
認
が
、
来
年
３
月
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
被
保

険
者
に
と
っ
て
、
資
格
確
認

が
迅
速
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
限
度
額
の
適
用
に
つ
い

て
申
請
手
続
き
が
不
要
に
な

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

　
一
方
で
、
保
険
医
療
機
関

等
に
と
っ
て
は
、
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
に
機
器
等

の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
来

年
３
月
か
ら
全
て
の
保
険
医

療
機
関
等
に
お
い
て
一
律
に

導
入
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
従
来
の
健
康

保
険
証
は
今
ま
で
ど
お
り
全

て
の
被
保
険
者
に
交
付
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
設
立
・
育
成

事
業
に
つ
い
て

問
自
主
防
災
組
織
の
数
が

前
年
度
と
比
べ
４
件
増
と
数

が
少
な
く
、
組
織
率
や
エ
リ

ア
率
も
伸
び
て
い
な
い
が
、

住
民
組
織
や
市
民
に
対
し
、

適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
で
き

て
い
る
の
か
。

答
自
主
防
災
組
織
が
設
立

さ
れ
て
い
な
い
町
内
会
等
に

意
向
調
査
を
行
い
、
組
織
の

設
立
を
希
望
又
は
検
討
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
対
し
て

は
、
防
災
講
演
会
の
受
講
や

他
の
自
主
防
災
組
織
が
行
う

訓
練
の
見
学
を
勧
め
た
り
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
や
防
災

士
の
養
成
講
座
へ
の
参
加
を

促
す
な
ど
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
に
向
け
た
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。

問
自
主
防
災
組
織
を
設
立

し
て
も
訓
練
を
実
施
し
な

い
、
訓
練
を
実
施
し
て
も
参

加
者
が
少
な
い
自
主
防
災
組

織
が
多
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打

破
す
る
た
め
に
は
、
自
助
の

精
神
が
希
薄
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
市
民
に
対
し
、
自
主
防

災
組
織
の
必
要
性
を
真
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
に
は
、
地
域
の
力
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
協
働
の
精

神
を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
育

む
と
と
も
に
、
自
助
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
活

動
を
粘
り
強
く
支
援
し
て
い

き
た
い
。

討
論
・
採
決

・
決
算
に
対
す
る
反
対
討
論

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ま

れ
る
一
方
、
依
然
と
し
て
大

型
事
業
は
見
直
し
が
さ
れ
な

い
ま
ま
推
進
さ
れ
、
地
方
債

残
高
が
過
去
最
高
額
に
な
る

な
ど
、
市
民
が
安
心
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
、
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ

れ
た
と
は
言
え
な
い
。
国
民

健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）
及

び
介
護
保
険
事
業
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

会
計
に
お
い
て
も
、
多
額
の

基
金
を
有
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
税
な
ど
の
負
担

軽
減
が
行
わ
れ
ず
、
被
保
険

者
に
寄
り
添
っ
た
運
営
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。

　
不
燃
物
処
理
工
場
更
新
事

業
は
、
三
原
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
事
務
で
あ
る
も

の
の
、
建
て
替
え
を
決
定
し

た
経
緯
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
組
合
議
会
で
の

審
議
が
不
十
分
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
負
担
金
が
支
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
こ
の
事
業
に
よ
る
市
民

の
利
便
性
の
向
上
が
み
と
め

ら
れ
な
い
。

・
決
算
に
対
す
る
賛
成
討
論

　

平
成
30
年
度
に
引
き
続

き
、
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復

興
に
向
け
懸
命
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

防
災
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
の

建
設
や
教
育
環
境
の
向
上
を

目
指
し
、
学
校
施
設
の
空
調

を
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
本
市

に
と
っ
て
重
要
な
事
業
が
着

実
に
行
わ
れ
た
。

【
委
員
会
で
の
採
決
結
果
】

　
議
第
１
１
４
号
、
１
２
４

号
及
び
議
第
１
２
７
号
に
つ

い
て
は
起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
。
他
18
件

は
全
員
一
致
、
各
決
算
は
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

※
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

は
、
14
・
15
ペ
ー
ジ
及
び
三

原
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
議
決
結
果
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
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